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D・ デル ブ レイユ 『アポ リネール とその物語作 品』

川 口 藍

「詩と散文の関係」 はアポ リネール研究の重要課題の一つである。 だがアポ

リネール=詩 人というイメージがあまりに広 く流布 しているせいか,研 究の対

象は圧倒的に詩作品に偏つている。散文作品にかんしては,論 文は多数発表 さ

れているものの単行書の点数はす くない。たしかに,散 文作品に正面から取 り

組んだ代表的研究書 として1964年 刊のアンドレ ・フォンテーヌ 『散文作家 ア

ポ リネール 異端教祖株式会社』1)がある。だが これは副題が示す ように

『異端教祖株式会社」 だけに焦点を絞 り,他 の散文作品については,爾 後の研

究への期待表明に止まつている.こ うして自らのフィール ドを限定 したうえで

著者 フォンテーヌはテーマ別に分析を進あるのだが,60年 代以降にいわゆる

ヌーヴェル ・ク リテ ィックが果た した目覚ま しい発展か らすれば,彼 のアプ

ローチの古さは否あない。それにもかかわ らず同書が今日なお若き研究者の指

針 としての役割を担いうるのは,こ こ30年 余 り,彼 の後を引き継 ぐような研

究書が一冊 も世に問われていないという否定的事情ゆえに他ならない。

だがアポリネール作品を取 り巻 く環境が60年 代以降大きく変化 したことは

やはり確認 してお くべきだろう。 ミシェル ・デコーダンの先駆的研究により資

料体は組織的に整備 された。 ごく部分的な資料体を限定的に取 り扱 うフォン

テーヌの研究 も,個 別の問題設定か ら複数の作品を視野に入れるジャン ・ビュ

ルゴやクロー ド・ドゥボンらによる後続研究 も,デ コーダンの実証的研究な く

しては存在 しなかつたに違いない。そ してこれらの先行研究を受け,ア ポ リ

ネール研究の刷新を図るべく出版されたのが,本 著 「アポリネールとその物語

作品』2)なのである。

同書はアポ リネールの全散文作品をとりあげ,統 合的に作家のエクリチュー

ルを定義づけようとした野心作だ。 分析の対象 も広汎であり,目 次だけでも7

ページ,本 文は700ペ ージを超える大冊である。 しか し分析は簡潔化され,計
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算 しつくされた明快 さを読者に提示 して くれる。以下にその具体的な内容を大

まかに紹介 しよう。

第1章 は 「物語作品」 と題され,テ クス ト分析への導入をなすOま ず,作 品

出版当時の作家達の社会的状況 とアポ リネールの商業的策略とを照 らし合わせ

なが ら彼の出版活動全体についての報告が行われる。 ここでデルブレイユは,

書簡や献辞,エ ピグラフ,宣 伝文といつたエピテクス トの検証からアポ リネー

ルの散文作品にたいする態度,す なわち自作品を万人に理解させたいという欲

望 とテクストの意味を開かれたままにしておきたいという欲望との拮抗を浮 き

彫 りにす る。 ジャンルの問題にも相当数のページが割かれている。同一作品内

で,エ クリチュールが詩 と散文のあいだを揺れ動 き,そ の揺れが演劇的効果を

生み出す点 は勿論のこと,虚 構 と現実のあいだを絶え間な く往復するエク リ

チュールについても考察が及ぶ。 ここで著者は,個 々の物語がロマン,コ ン

ト,ノ ベルといつたジャンルに容易には区分 しがたい点を強調 し,そ の最大の

難関が 『腐つてい く魔術師』であることを指摘する。

「語り」 と題 された第2章 は,ナ ラトロジーの方法論に依拠 し,説 話形式に

よるアポ リネール作品の整理 ・分類を試みる。 アポ リネール作品に登場する

〈je>の問題を出発点 にデルブレイユは,語 りの形式が異質物語世界的語 り手

によるものと等質世界的語 り手によるものに二分可能であると指摘する。あわ

せて彼は,等 質物語世界的語 り手の中でも自己物語世界的語り手の形式は拒否

される傾向にあり(つ まり語 り手は 「傍観者」あるいは 「証言者」の形をとる

ことが多い),異 質物語世界的語 り手でさえ登場人物の思考に浸透 し影響を及

ぼすことがある点に着 目する。またアポリネール作品には上の分類に当てはあ

ることのできぬ曖昧な説話形式が存在する点にも注意を促す。例えば 『腐 つて

いく魔術師』は説話形式の混在 として説明できる。分類作業はさらに語 り手の

タイプの分類か ら言説自体の分類へと発展 し,フ ォンテーヌが一章を割いた語

りの 「調子」の問題を検討するに至 る。 ここで著者 は,ア ポリネールの物語の

調子の多様性と不安定さを強調 した上で,主 題の高尚さに反比例 して下降 して

い く調子,あ るいは主題の卑小さに反比例 して高揚 していく調子 という傾向を

論証 している。

「空間=時 間」を扱 う第3章 で は,ま ず物語 の時間が検討 される。アポ リ

ネールの物語は現在のこととして語 られることが多いが,こ の現在 とは,著 者
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によれば現在性を失 つている。また過去に起 こつたとされる事象が語 られる場

合,語 りの時間と物語世界 とのあいだに生 まれる距離を読者が正確に測ること

はきわめて困難である。逆にその距離が明言 してある場合で も,物 語世界の時

間を日付によつて限定することは不可能である。著者も指摘するように,ア ポ

リネールにおける時間の指標はある種の罠なのである。この罠こそ物語のテン

ポの多様性,さ らにその断絶 という独特の技法を生み出す要因の一つであるの

だ。空間についてデルブレイユが示す分析も傾聴に値する。具体的な地名や地

理にかんする考察に加え,空 間描写の技法,ま たこれ ら2つ の技法の撹乱(地

名による遊びや地理を利用した錯覚,空 間の多重化や分割)の 分析をつうじ,

著者は時間と同様,空 間についても指標的なシステムを破壊するアポリネール

の戦略を明らかにしている。

第4章 は 「名前」の問題をとりあげ,ア ポリネールにおける名称の形式 と機

能を考察する。まず匿名,実 在する人物の氏名,さ らにそのパ ロディーの関係

が整理 される。 さらに筆者はさまざまな登場人物の名前を作 り上げるさいにア

ポ リネールが使用 した技法,つ まり名前の縮小化,コ ー ドの結合 ・交換による

音遊び,音 やつづり字の模倣といつた技法に言語学的な検証を加える。章末で

は,キ リスト教に関連する名やいくつかの特権的な名,家 族やアポ リネール自

身の氏名がとりあげ られ,登 場人物の性格決定に影響を及ぼす人名の働 きが検

討 されている。

第5章 で筆者は 「名前」 に続き,「人物描写」 を問題にとりあげ,情 報を記

録するための トポスとしての人物描写に関連する技法を整理 している。対象 と

なる技法は心理学的形容,伝 記情報とその時間的変容,社 会的な形容や専門知

識による形容など多岐にわたる。さらに登場人物が属する民族や性別が人物像

に付加価値を与えるという人物描写の機能にも議論が及ぶ。 また人物描写では

いうまでもな く身体が重要な役割を担 うが,デ ルブレイユは身体の一部分や衣

服が,提 喩や娩曲語法,誇 張,暗 示的看過法などのレトリックによつて強調さ

れる点にも注目する。同時に彼は,人 物描写の内的撞着からは登場人物の隠さ

れた意味が,そ して外的撞着か らは登場人物同士の対立関係が見出される,と

いう大変興味深い指摘をしている。

第6章 は 「筋の展開」 と題され,登 場人物 とプロットの関係が検討されてい

る。著者によればアポ リネールの物語は,そ の登場人物の数によ り二分で き
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る。少数の登場人物に限 られたタイプと群集が現れるタイプである。 この分類

を起点に,デ ルブレイユは限定 された登場人物 にせよ,群 集にせよ,プ ロット

はある一定のイデオロギーとポジティブあるいはネガティブな関係を結びなが

ら展開 していくことを論証 している。

以上,限 られた紙幅ではとうてい万全は尽 くしがたいが,『 アポリネールと

その物語作品」の概略を紹介 した.デ ルブレイユは,フ ォンテーヌ以降のアポ

リネール散文作品の研究の発展,さ らにジュネットをはじめとするナラトロ

ジーの発展を考慮 しつつ,ア ポリネールの語 りのエクリチュールを整理 し体系

的な見取図を描 こうとした。かかる意図のもとに彼は,お よそ散文作品にかん

するありとあらゆる問題を取りあげたうえで,そ れ らをもつばら説話論的技法

の分類によつて解決 しようとしている。 このため浩潮 な研究でありなが ら,

様々な分析が開かれたままで終わつている点に若干の不満は残 るかもしれな

い。 しか しながら,こ のまさに著者が提示する問題の多様性か らは,散 文作品

の世界が詩作品のそれに劣 らぬ豊穣を備えることが容易に看取される。アポリ

ネール散文作品の今後の研究にとつて本書が大 きな指針たりうると強 く予感さ

せる所以である。
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